
ロジックモデル
（０３式中距離地対空誘導弾（改善型）能力向上）

【事業の概要】高射特科部隊に装備し、極超音速滑空兵器、各種ミサイル等の経空脅威を撃墜して部隊、施設、政経中枢等を掩護するため
に使用する新たな装備品を、中距離地対空誘導弾（改善型）（以下「中ＳＡＭ（改）」という。）をベースとして開発する。

現状・課題
我が国の周辺には、弾道ミサイル（以下「ＢＭ」という。）の保有数増加による量的優位を利用した攻撃、或いは、新型短距離弾道ミサ
イル（以下「新型ＳＲＢＭ」という。）や極超音速兵器（以下「ＨＧＶ」という。）の開発によりミサイル防衛網の突破を企図していると考
えられる国が存在することから、 我が国を防護するために必要な能力を早期に獲得するためには、現有装備品である中ＳＡＭ（改）を
ベースとした次期中距離地対空誘導弾の開発が必要である。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 目標性能・コスト（初期）

アウトプット
（試作品の製造・技術の確立）

アウトカム（成果目標） インパクト
（我が国の防衛への効果）整備計画・運用構想

（中長期）試 作

ＢＭＤ体制強化への寄与
ＪＡＤＧＥによる一元的な
指揮統制下に新たに加入し、
ＨＧＶ等の攻撃に対する
多層防衛体制の強化に寄与

整備計画
・装備予定数量
早期研究開発分：検討中
新規研究開発分：検討中
（教育所要含む。）
・装備部隊等
方面高射特科部隊等
・期待する量産単価
早期研究開発分
約１７０億円／０．２５式
（新規）
約４０億円／式（改修）
新規研究開発分
約１１００億円／式

運用構想
高射特科部隊に装備し、縦深・
多層な対空火網を構成する際
の中距離地対空火力として敵の
巡航ミサイル、空対地ミサイル、
極超音速滑空兵器等の攻撃か
ら、部隊、施設、政経中枢等を
掩護するために使用する。

総合評価

本事業を実施することにより、中SAM（改）の能力をさらに向上させることで我が国周辺国におけるBM等の保有数増加
やHGVの開発が加速している状況に適切に対処することが可能となり、我が国の総合ミサイル防空体制の強化に資する
ことができるため、必要性が認められる。

年度 4 5 6 7 8 ９ １０
実
施
内
容

本事業（試作）

技術試験

＜開発実施線表＞

試作品

「中ＳＡＭ（改）能力向
上」のプロトタイプとして、誘
導弾等を設計・製造し、納入

技術的課題の解明

ＨＧＶ等対処能力の獲得
ＨＧＶ等の攻撃に対し、地上
の被害を局限し得る高度以上
で対処できる能力を獲得

高速・機動目標
経路予測技術

射撃用レーダ装置が取得
した目標情報（観測値）か
ら射撃統制装置が目標の経
路を予測し、予想会合点を
正確に算出するための経路
予測技術

誘導弾の発射試験、フィジカ
ルシミュレーション試験等を実
施し、誘導弾システムの機能・
性能の評価を実施

技術試験

・既存の研究成果、現有装備
品の開発成果の活用等により
開発経費を抑制
・技術試験と実用試験を同時
に実施することで、開発期間
短縮

その他 高速・機動目標
追随技術

誘導弾が高速・機動する
目標に応答するための追随
技術

ライフサイクルコスト／
量産単価の抑制

・既存の研究成果、現有装備
品の開発成果の活用
・現有装備品の官給・改修

総事業費
（予定）

５９８億円※
(５か年計画)

※試験のための各種試
験・研究費は別途計上

主な関連（既着手）事業

【０３式中距離地対空
誘導弾（改）の開発】

４１１億円
(H２２年～H２８年度)

既取得地上装置の
ソフトウェアによる改修含む

【政策目標（大綱との関係）】
防衛力強化に当たっての優先事項
・従来の領域における能力の強化
領域横断作戦の中で航空機、ミサイ
ルなどによる攻撃に効果的に対処可能
（総合ミサイル防空能力）
SRBM・HGV、巡航ミサイルなどの多
様化・複雑化する経空脅威に対し、
最適な手段による効果的・効率的な
対処を行い、被害を局限可能
・技術基盤の強化
研究開発のプロセスの合理化等によ
り研究開発期間の大幅な短縮を図る。
【施策目標（中期防との関係）】
・従来の領域における能力の強化
我が国周辺における防空能力の総
合的な向上を図り、航空優勢を獲得
可能
（総合ミサイル防空能力）
SRBM・HGV等多様化複雑化する
経空脅威に対して、我が国全体を多
層的かつ常続的に防護する能力の強
化に寄与
・技術基盤の強化
研究開発期間の短縮のため、ブロッ
ク化などの新たな手法を活用

実用試験


